ノロウイルスのキーワード
＊　たべものの中では増えない
ノロウイルスは、「生きている人の細胞の中」でしか増えることはできません。
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よって、普通の食中毒のように、時間の経過や、たべものの鮮度には左右されません。

つくか、つかないか。

だから、対応が難しいのです。

＊　実は健康保菌率が非常に高い！

平成１７年、箱根駅伝を舞台にノロウイルスの大きな事故がありました。

弁当の納入業者はなんと７社！
従業員の検便を実施したところ、うち４社からノロウイルスを検出。

江東区にも納入業者がありましたが、５０％もの高率で検便からノロウイルスが検出されています。

この事件で注目されたのは、冬期のノロウイルスの健康保菌率の驚くほどの高さです。江東区の検出者もなんの症状もありませんでした。

「人が集まれば、確実にノロウイルスの保菌者はいる」と考えなくてはなりません。

＊　一見治ったかに見えて・・・

平成１8年、世田谷区で病院の給食で食中毒発生。患者からは最長４０日ウイルスが検出された。

何の症状もなくて、ぴんぴんしていても、ウイルスは便に出てきます。

便に出てきているうちは感染力があります。

症状がなくなっても二週間くらいは便にウイルスが出てきています。

これはどんなウイルスでもいっしょですが、　治った=排菌停止　にはなりません。

大概は、　治った（一見）＜排菌停止（だいぶ後）　という図式になります。

あなたの周りにも、なんともないのにノロウイルスを出している人が必ずいます。

＊　強毒化するノロウイルス

「１０年ほど前から、強毒タイプに変化した。」という学説があります。

ウイルスが変異するのはインフルエンザウイルスの例を出すまでもなく、常識と言えますが、ノロウイルスにおいても同じことが起きたと思われます（変異は実に簡単に起こります）。

平成１８年年末から平成１９年初頭に流行したのはノロウイルスのＧⅡ４変異型でした。変異型には免疫がないので、大流行となることが多くみられます。
今年は今のところ、大きな事故はあまりありませんが、苦情がらみで「ノロ？」と疑われる事例がちらほら。今後の推移は不明ですが三年目です。注意を！
